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【裏の風景】 
外国、キリスト教社会では神の

存在に対して悪魔が生まれてきた。

日本では、同じく神の存在に対し

て妖怪が生まれてきた。「正」と

「悪」がキリスト社会であるのに

対して、「表」と「裏」が日本社会

の姿であるというようなことが書

いてある。ＮＨＫの連ドラ「ゲゲ

ゲの女房」の影響もあり、水木し

げるブームがすごい。自分も、い

っぱしの水木ファンであったし、

水木しげるの東海道五十三次なん

て美術本？のようなものも持って

いる。自宅の机の前壁には、「なま

け者になりなさい！」という水木

しげるの色紙が、ウルトラ様と並

んで、相当前から張ってある。さ

て、そのことはどうでもいいのだ

が、この表と裏の関係で構築され

ている日本という世界であれば、

当然、日本人の物の見方、ここで

は風景についても同じようなこと

がつきまとうのではないかと言う

ことで、今回は、「裏の風景」につ

いて考えてみる。 
 
これまで、考慮してきた風景デ

ザインの基本は、健全な風景があ

ることが前提で、その風景が病ん

でいたり、ヤクザ的に世間様の迷

惑になるような要素がはいってき

たりした場合に、治療したり、更

生したりすることが必要であると

考えてきた。しかし、風景の姿に

も、「表」と「裏」の風景があるの

であれば、それは、このように単

純ではない。「裏」というのは、病

的では困るが、しかし健康美とい

うものとは違う要素が入るであろ

う。さて、この「表」と「裏」の

この関係について、表千家、裏千

家のような流派としての問題なの

か、日なた(陽)に対する陰（影では
なく）の関係なのか、あるはもと

もと風景には裏はないのか、・・・。 
私の直感的印象では、裏の風景

の存在が、日本の風景、日本の街

並みの風景に厚みをもたらすよう

な気がする。 
 
まず、裏の風景の代表的なもの

に、「裏路地」「裏通り」がある。

この「裏路地」「裏通り」は、一軒

家で例えると、裏口、あるいはお

勝手口のように、日常の生活のた

めの出入り口で、生活空間であり、

見てくれよりは利便性を優先させ

る空間である。玄関は、お客様や

ご主人様が出入りするところであ

り、多少の利便性は犠牲として、

つねに正装の空間として、掃き清

めていなければいけない、きれい

にしていなければいけない空間で

ある。 
数年前より、この「裏路地」あ

るいは「路地裏」の風景というも

のに光が当てられるようになった。

自分たちの生活空間であり、利便

性第一ではあるが、そこに草花で

飾り付け、縁台など置いて夕涼み

をする、レトロではあるが癒しの

空間として紹介される。 
もう少し、路地裏から空間を広

げてみると「裏街道」というもの

がある。これは、参勤交代のよう

な正装集団が通る街道とは別に、

沿道に宿場などが立派に整備され

た道ではないが、むしろ近道であ

ったりする便利なルートだ。人生

的に「裏街道」というとヤクザ的

な反社会的にも取られるような生

き方をさすが、交通路としての「裏

街道」は、バイパス機能も持ち、

特定のポジションを有しているも

のと考えられる。 
さて、もう少し空間の範囲を広

げてみると、日本海側の地域を、

昔は裏日本と呼んでいた。表日本

に比べて、経済的にも沈滞してい

ることもあるが、気候的にも北風

が吹き荒び雪の深い暗い地域であ

るとの印象がある。しかし、この

裏日本の風景の存在が、あっけら

かんとした例えばカリブ地方のよ

うな単に陽気さだけでない日本の

多様なそして多彩な風景・風土を

形成しており、日本の文化の厚み

を増すことに大きく貢献している。

たしかに、裏日本という表現には

差別的な事柄もありよろしくはな

いが、そこにもっている雰囲気は

重要である。 
 
地域性、地域らしさというもの

を考える際には、当然、主観的に

は、好みを優先するのであれば、

好まないものは取り入れないよう

にするのだが、デザインは、主観

だけで行うものではなかろう。客

観的というか、好みを超えた多彩
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な文化を形成することを目指すの

であれば、人間の生理的には好ま

ないものもしっかりと導入するこ

とが必要ではないか。きれい、美

しいだけの風景というものはうそ

を感じるが、そこには、この「裏」

の存在で、逆に、表の存在が確か

なものになるという関係がありそ

うである。 
表の商店街が小ざっぱりと、き

れいに整備されていることと併せ

て、趣ある、あるいは生活感あふ

れる路地裏が合わせて存在すると

いうことが、その街の魅力を確か

なものとするそんな気がする。 
 

水木しげるの故郷境港では、妖怪

のモニュメントを街に配置し、観

光客を呼んでいると聞く。行った

ことはないのだが、そこに、裏日

本特有のなにか少し妖怪的な風景

が街全体にぼんやりあるとすごい

のだがと思ってしまう。お化け屋

敷のような街づくりをする必要は

ないのだが、隣の出雲が神であれ

ば、境港は裏としての妖怪という

組み合わせであり、その対比を考

慮した街づくりというものも考え

られる。少なくとも、出雲では、

出雲大社を中心とした神々が集ま

る場所としての神々しさを街づく

りに反映させることは、肯定的に

受け止められるであろうが、妖怪

という裏の存在を街づくりのコン

セプトにすることは少なくとも受

け入れがたいものと想像される。

しかし、キリスト社会の正と悪の

「悪」をコンセプトに街づくりを

することはあり得なくても、表裏

の「裏」の魅力を活かしたまちづ

くりというものはあり得ると思う。

また、「裏」の持つ奥深さというも

のへの理解や認識が、日本の風景

デザインの多彩な展開には必要で

はないのだろうかとも思う。 
 
例えば、「裏風景」という写真を撮

ろうとしたらどういうものになる

のだろうか。と、考えると、ふと

以前書いたことのあるアラーキー

こと、写真家荒木経惟の写真がそ

れに該当すると思い浮かぶ。日常

的な風景、作りものでない、実際

の生活感のあるアラーキーの写真

に写しこまれた風景。これは、ま

ぎれもなく、「裏風景」であろう。 
仮にそうだと仮定すると、次に、

裏風景のデザインというものはど

ういうことになるだろうか。おそ

らく、表風景以上に、上から目線

でもの言うものでは到底なくて、

そこに住んでいる住民の生きざま

が映しこまれるものであろう。か

といって、「裏路地」は、個人の家

の庭や部屋の中のようにプライベ

ート空間として治外法権的に独立

しているのではなく、少なくとも

パブリックの空間である。人様に

お見せする場所ではないのかもし

れないが、かといって、勝手気ま

まに散らかし放題の空間というも

のでもない。おしゃれではないが、

あるいは、化粧を施しているわけ

ではないが、そこに住む人々の心

が直接反映する空間である。 
「裏風景」というものは、お客

さんを迎える空間ではないため、

シンボリックであったり、おしゃ

れに整備されている空間ではない

のだが、隣近所や仲間内の付き合

いのために存在する空間で、また、

このような空間は子供の遊び場的

空間でもあり、ついでに言えば、

その街に住んでいる人々にとって

の原風景となりうる風景である。 
 
以前、長崎街道に属する道路空

間に関するデザインを行った際に

も、デザインを検討する幹線道路

空間と、一皮裏側の裏道の存在と

の、空間の二重三重構造のありか

たに関する議論があった。その時

は、残念ながら思いがここまでい

きついていなく、ネットワークの

問題として片付けたが、むしろ、

そこで生活している人々の深層風

景として、裏道・裏路地を捉え、

表街道の空間との一対で考えるべ

きであったのではないかと今は思

う。この裏道「裏風景」という考

え方と、表の道路デザインとが一

体になって初めて、単に表層的で

ない地域性、地域らしさをもった

沿道空間が生まれるのではないか、

今は、そう思う。 
     【続く】 


